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第13号
平成30年５月１日

公益財団法人 恵那市文化振興会
〒509-7205

恵那市長島町中野414番地1
TEL 26-3524　FAX 25-5151

※上記は計画であり出演者の都合により変更する場合がありますのでご了承ください。公演詳細は決定次第、順次お知らせしてまいります。

恵那文化劇場平成30年度
恵那文化センター、明智かえでホールで、多彩な事業を計画しますので是非ご来場ください。

７月4日（水）
1945 年　ヒロシマ・ナガサキ　あの日のことを
多くの人に伝えたい。
公演には長島小学校の児童も参加して行われます。

開場18：00　開演18：30 　入場無料（要整理券）
取扱い場所：恵那文化センター・市民会館
　　　　　　恵那市内各コミュニティセンター

９月９日（日） 開場13：30　開演14：00
昨年大好評いただいた「音楽の絵本」が
一段とパワーアップして今年も恵那にやってくる。
金管五重奏「ズーラシアンブラス」。そして弦楽四重奏の
「弦

つる

うさぎ」に、フルートとハープのデュオ「ことふえパピ
ヨン」も加わります。

「夏の雲は忘れない」
女優たちによる朗読劇

三世代クラシックコンサート
「音楽の絵本」プレミアム

11月25日（日）

中国大黄河雑技団
中国獅子舞・中国雑技

開場16：00
開演16：30

11月11日（日） 開場13：30
開演14：00

明智かえでホール

アコースティック
ワンマンライブ ｉｎ恵那

恵那文化センター 大ホール

三浦祐太朗

※三浦祐太朗オフィシャル・サイトでも
詳細をお知らせします。
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部会の活動
昨年度も各部会の事業は、市民の方々を始め会員が一体となり盛大に開催されました。恵那市文化祭の運営
のほか、各部会独自で次のような活動を行っています。
芸能部▷みのじのみのり祭に郷土芸能「道行」参加、万年青苑や恵光園等施設訪問による芸能の披露。教養部
▷茶花道早春フェスタの開催。文芸部▷合同誌「欅」の発行。美術工芸部▷会員作品展、祝賀成人式色紙展の
開催。生活文化部▷サークル単位の作品展示や発表と交流活動。伝統文化部▷地域ごとの伝承活動や公演活動
と伝統芸能大会の運営と出演。郷土史研究部▷郷土の偉人や地域の歴史、町並み研究など。
ここではその活動の一部を紹介します。各部本年度も文化振興に努めてまいります。

「
感
動
と
い
う
も
の
」

今
年
は
平
昌
五
輪
が
開
催
さ
れ
、
日
本
選
手
団

は
冬
季
五
輪
史
上
最
多
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
と
い

う
素
晴
ら
し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
の
よ
う

に
、
選
手
た
ち
の
華
々
し
い
活
躍
が
報
道
さ
れ
、
ま

た
そ
の
選
手
た
ち
を
支
え
る
た
く
さ
ん
の
人
達
と

の
絆
や
物
語
も
、
私
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
感
動
を

く
れ
ま
し
た
。
挫
折
か
ら
這
い
上
が
っ
た
選
手
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
は
ね
の
け
て
見
事
に
期
待
に
応
え
た

選
手
。
そ
の
結
果
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
た
喜
び
は
、
ど
れ
ほ

ど
の
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
メ
ダ
ル
に
届
か
な
かっ

た
選
手
も
い
ま
す
。悪
条
件
の
た
め
実
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
出
来
な
かっ

た
り
、
自
己
最
高
の
出
来
で
あ
っ
た
と
し
て
も
競
争
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ

の
上
を
ゆ
く
選
手
に
及
ば
な
かっ
た
り
、
緊
張
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
力
を
出

し
切
れ
な
かっ
た
選
手
も
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
を
代

表
し
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
努
力
の
毎
日
に
は
、
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語

が
あ
っ
て
、
そ
の
報
道
に
も
ま
た
深
く
心
を
う
た
れ
ま
し
た
。

私
達
芸
能
部
会
員
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
常

に
よ
り
良
い
も
の
を
求
め
て
、
日
々
努
力
を
重
ね
て
は
い
ま
す
が
、
文
化

振
興
の
道
は
急
に
は
上
達
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、各
々
の
サ
ー
ク
ル
（
民
踊
、

民
謡
、
日
舞
、
筝
、
三
絃
、
尺
八
、
詩
吟
、
ダ
ン
ス
、
音
楽
等
）
は
日
々

の
練
習
の
成
果
を
積
み
重
ね
、
毎
年
そ
の
芸
を
向
上
さ
せ
て
色
々
な
と
こ

ろ
で
発
表
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

第
61
回
目
の
恵
那
市
文
化
祭
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
11
月
末
に
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
７
月
、
８
月
に
は
市
内
各
施
設
で
の
夏
祭
り
も

行
わ
れ
ま
す
。
９
月
に
は
恵
那
市
の
秋
祭
り
、
み
の
じ
の
み
の
り
祭
り
が

あ
り
今
年
も
ま
た
新
し
い
一
年
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
五
輪
に
は
及

び
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
も
日
々
小
さ
な
感
動
を
重
ね
生
き
が
い
と
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
公
財
）
恵
那
市
文
化
振
興
会
芸
能
部
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
皆
様

方
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

芸　

能　

部

芸
能
部
長　

奥
山　

完
治

「
自
然
も
人
も
み
ん
な
美
を
愛
す
」

今
年
の
干
支
は
戊
戌
い
ぬ
年
で
す
。
瑞

浪
市
陶
町
に
あ
る
世
界
一
ジ
ャ
ン
ボ
な
狛

犬
さ
ん
か
ら
元
気
と
パ
ワ
ー
を
貰
い
、
日

日
新
生
、
日
日
創
造
を
心
に
秘
め
て
、
お
互
い
の
分
野
に
於
い

て
向
う
一
年
間
精
進
を
重
ね
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

美
術
工
芸
部
も
恵
那
市
の
文
化
、
芸
術
の
向
上
と
地
域
社
会

に
貢
献
を
合
言
葉
に
、
会
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
第
三
十
四
回　

祝
賀
成
人
式　

色
紙
展

期
日　

一
月
五
日（
金
）〜
八
日（
月
）

会
場　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
室
、

　
　
　

ロ
ビ
ー

次
の
世
代
を
担
う
新
成
人
、
今
年
は

五
百
九
十
四
名
の
晴
れ
の
船
出
を
祝
福

し
、
絵
画
・
書
・
写
真
で
激
励
。「
髙
志
」「
父
母
」「
兄
妹
」

な
ど
の
意
を
込
め
た
作
品
を
展
示
、
又
、
地
元
名
士
の
先
生
に

お
願
い
し
、
色
紙
に
座
右
の
銘
を
揮
毫
賜
り
会
場
に
花
を
添
え

て
頂
き
ま
し
た
。
次
回
も
継
続
は
力
な
り
、
こ
の
灯
を
消
さ
な

い
よ
う
に
前
進
を
重
ね
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

●
第
二
十
三
回　

美
術
工
芸
部　

会
員
作
品
展
・
特
別
展

期
日　

平
成
三
十
年
六
月
二
十
九
日（
金
）〜
七
月
一
日（
日
）

会
場　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

各
サ
ー
ク
ル
が
一
年
間
の
成
果
を
発
表
す
る
美
術
の
祭
典
で

す
。
洋
画
・
日
本
画
・
書
道
・
写
真
・
竹
細
工
等
、
そ
れ
ぞ
れ

の
持
味
を
生
か
し
た
力
作
が
鑑
賞
者
の
目
、
心
を
癒
し
て
く
れ

る
事
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
方
に
会
場
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
集
い
・
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
会
員
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

美
術
工
芸
部

美
術
工
芸
部
長　

西
尾　

康
久

合唱フェスティバルステージ発表

 平成30年５月１日 さ　　さ　　ゆ　　り 第13号

2

恵那市文化振興会／ささゆり第13号.indd   2 2018/04/21   11:29:14



「
守
ろ
う　

繋
ご
う　

恵
那
の
伝
統
芸
能
」

○
第
二
十
八
回
恵
那
市
伝
統
芸
能
大
会
開
催

二
月
二
十
五
日（
日
）に
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第

二
十
八
回
恵
那
市
伝
統
芸
能
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
守
ろ
う　

繋
ご
う　

恵
那
の
伝

統
芸
能
」
と
し
て
、
地
歌
舞
伎
を
は
じ
め
、
文
楽
、
太

鼓
、
お
囃
子
、
万
歳
、
伝
統
舞
踊
な
ど
の
披
露
と
、
伝

統
芸
能
大
会
で
は
も
う
お
な
じ
み
と
な
り
ま
し
た
市
内

名
士
に
よ
り
ま
す
「
お
目
見
得
だ
ん
ま
り
」
の
上
演
に

よ
り
、
恵
那
市
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
の
す
ば
ら
し
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

今
回
は
伊
賀
忍
法
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、
伝
統

芸
能
の
一
つ
と
し
て
今
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
場
の
内
外
で
は
、
市
内
各
地
に
伝
わ
る
自

慢
の
味
を
販
売
す
る
物
産
展
や
華
道
展
示
、
呈
茶
コ
ー

ナ
ー
も
同
時
に
開
催
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
後
も
、
伝
統
文
化
部
が
地
域
の
伝
統
芸
能
の
保
存

伝
承
活
動
の
取
り
ま
と
め
役
と
な
り
、
活
動
の
中
心
を

担
え
る
よ
う
更
な
る
精
進
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

○
恵
那
市
文
化
祭
華
道
展

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
一
日（
土
）・
十
二
日（
日
）

来
場
者
数
五
百
名

○
恵
那
市
文
化
祭
市
民
茶
会

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
二
日（
日
）

来
場
者
数
二
百
二
十
名

○
第
十
六
回
諸
流
派
花
道
早
春
フ
ェ
ス
タ

平
成
三
十
年
二
月
二
十
四
日（
土
）・
二
十
五
日（
日
）

【
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
茶
道
・
華
道
を
学
ぶ
教

養
部
一
同
が
、
流
派
を
越
え
て
実
施
】

参
加
団
体

華
道
＝
千
秋
流
、
小
原
流
、
池
坊
、
龍
生
派
、
遠
州

真
琉
、
松
月
堂
古
流
の
六
流
派

茶
道
＝
恵
那
市
茶
道
連
盟
（
表
千
家
、
裏
千
家
）

○
第
二
十
八
回
伝
統
芸
能
大
会　

呈
茶
・
華
道
展
協
力

平
成
三
十
年
二
月
二
十
五
日（
日
）

（
会
場
は
全
て
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
）

次
年
度
も
こ
の
四
事
業
を
軸
に
、
更
に
充
実
し
た
内

容
で
展
開
し
て
い
く
所
存
で
す
。
是
非
ご
高
覧
の
上
、

ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
日
々
の
暮
ら
し
を
み
つ
め
て
…
」

世
の
中
の
速
い
流
れ
に
流
さ
れ
っ
ぱ
な
し
で
あ
る
。

平
昌
五
輪
（
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
が
し
ば

ら
く
の
間
は
話
題
に
な
っ
た
。

「
平
昌
」
は
、「
江
陵
」
は
ど
う
呼
ぶ
の
か
、
韓
国
の

ど
の
辺
り
に
位
置
し
て
い
る
の
か
も
分
か
ら
ぬ
ま
ま
に

大
会
は
過
ぎ
た
。
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
扱
わ
れ
る
競
技
は

ご
く
ご
く
一
部
の
種
目
と
金
銀
銅
の
メ
ダ
リ
ス
ト
に
集

中
す
る
。
も
っ
と
違
っ
た
視
点
で
見
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
好
い
。

俳
句
や
短
歌
は
そ
の
人
そ
の
人
の
も
の
の
見
方
、
捉

え
方
、
感
じ
方
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
一

句
や
一
首
に
作
者
は
、
そ
の
人
な
ら
で
は
の
言
葉
を
探

し
つ
づ
け
ま
と
め
る
努
力
を
す
る
。
大
会
で
は
大
会
賞

な
ど
入
賞
作
品
が
決
め
ら
れ
る
が
、
上
手
下
手
を
競
う

の
が
す
べ
て
で
は
な
い
。
穏
や
か
に
物
事
を
見
聞
き
し

そ
れ
を
何
と
か
作
品
に
出
来
た
ら
と
学
び
あ
う
の
が
愉

し
い
こ
と
。
恵
那
の
自
然
の
中
で
、
日
々
の
暮
ら
し
を

見
つ
め
る
仲
間
が
い
る
こ
と
は
仕
合
せ
の
一
つ
だ
と
思

う
。

伝
統
文
化
部
　

伝
統
文
化
部
長

堀　
　

新
三

教　

養　

部
　

教
養
部
長林　

　

正
人

文　

芸　

部
　

文
芸
部
長赤

尾　

袈
夫

伝統芸能部　飯地五毛座歌舞伎保存会

茶席

短歌大会

伝統芸能部　中山太鼓保存会

華道展

俳句大会
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ハ
ン
モ
ッ
ク
背
中
の
下
を
通
る
風 

恵
那
市
明
智
町 

大
島　

晴
恵

高
ら
か
に
勝
者
の
校
歌
雲
の
峰 

恵
那
市
大
井
町 

石
田　
　

興

通
し
土
間
南
部
風
鈴
鳴
り
止
ま
ず 

恵
那
市
明
智
町 

森
部　

康
宏

声
あ
ら
ば
賑
や
か
な
ら
む
蟻
の
列 

恵
那
市
岩
村
町 

杉
本
て
る
子

盲
縞
か
か
り
し
機
や
つ
づ
れ
さ
せ 

恵
那
市
上
矢
作
町 

川
上　

越
子

老
鶯
や
斜
面
畑
へ
喘
ぎ
つ
つ 

中
津
川
市
付
知
町 

牧
野
美
千
子

夕
河
鹿
つ
づ
き
は
明
日
と
鍬
洗
ふ 

恵
那
市
笠
置
町 

林　

な
つ
子

走
り
梅
雨
僧
も
来
て
ゐ
る
深
山
の
湯 

恵
那
市
大
井
町 

市
川
つ
ね
子

夏
の
雨
観
音
堂
の
縁
ぬ
ら
す 

多
治
見
市
幸
町 

倉
内
ゆ
り
子

何
と
な
く
シ
ョ
パ
ン
を
聴
け
ば
流
れ
星 

恵
那
市
長
島
町 

三
尾　
　

葉

万
緑
や
道
な
き
道
に
風
化
佛 

中
津
川
市
付
知
町 

伊
藤　

貞
子

雲
の
峰
秘
境
に
残
る
流
刑
小
屋 

春
日
井
市 

東
久
保
美
智
子

舫も
や
ひ
舟
ゆ
っ
た
り
揺
れ
る
春
の
湖 

恵
那
市
東
野 

内
木
伊
都
子

稚
児
の
列
ひ
と
つ
ば
た
ご
の
花
浴
び
て 

恵
那
市
長
島
町 

安
田　

喜
子

存
へ
て
認
知
検
査
や
暑
き
風 

恵
那
市
明
智
町 

中
島　

敏
子

病
む
義
姉
の
笑
み
は
変
わ
ら
ず
カ
ー
ネ
ー
シ
ョン 

中
津
川
市
付
知
町 

早
川
美
代
子

子
つ
ば
め
の
巣
立
見
送
る
朝
の
軒 

恵
那
市
笠
置
町 

山
本
と
き
子

　

第
六
十
回
記
念
大
会
賞

　

大　

会　

賞

　

特　
　
　

選

　

秀　
　
　

逸

第
六
十
回  

恵
那
市
俳
句
大
会
入
賞
作
品 　

武
知　

徹 

選

《
一
般
の
部
》

　
　

な
ん
と
な
く
今
朝
吹
く
風
は
秋
の
風
語
り
か
け
つ
つ
盆
の
仏
前 

恵
那
市 

勝　
　

澄
子

　
　

綿
飴
を
作
る
手
つ
き
で
蜘
蛛
の
巣
を
取
り
払
い
お
り
広
告
丸
め 

恵
那
市 

大
井　

慶
子

　
　

唐
突
に
始
ま
る
母
の
一
代
記
消
せ
な
い
熾
火
ま
た
立
ち
起
こ
る 

恵
那
市 

原　

ま
ゆ
み

第
六
十
回
記
念
賞

父
の
葬
終
え
て
登
校
せ
し
わ
れ
を
林
先
生
抱
き
し
め
く
れ
ぬ 

中
津
川
市 

寺
社
下
美
代
子

折
紙
を
孫
の
手
解
き
受
け
な
が
ら
ご
つ
き
指
か
ら
鶴
が
羽
ば
た
く 

中
津
川
市 

長
瀬　
　

功

失
敗
を
く
よ
く
よ
し
て
も
始
ま
ら
ぬ
ぱ
し
っ
と
傘
さ
し
パ
ン
買
い
に
出
る 

岐
阜
市 

大
栗
紀
美
子

齢
増
す
ほ
ど
に〝
学
友
〞ふ
え
ゆ
き
て
今
年
新
た
な
賀
状
五
つ
六
つ 

恵
那
市 

山
本　

修
身

車
避よ

け
一
列
に
な
り
し
登
校
の
自
転
車
の
列
や
が
て
膨
ら
む 

恵
那
市 

木
村
知
代
子

刈
り
取
り
を
待
つ
稲
田
よ
り
白
鷺
が
飛
び
立
ち
雲
の
白
に
溶
け
行
く 

恵
那
市 

佐
々
木
二
三
子

わ
が
足
に
身
を
す
り
つ
け
て
つ
い
て
く
る
甘
え
上
手
な
母
の
飼
猫 

恵
那
市 

後
藤
井
公
子

問
い
か
け
に
答
う
る
と
き
の
み
わ
れ
を
見
る
ス
マ
ホ
操
る
高
二
の
孫
は 

恵
那
市 

荒
田　

陽
子

核
兵
器
禁
止
条
約
批
准
せ
ず
被
爆
の
国
の
総
理
の
忖
度 

恵
那
市 

山
田　

茂
宣

山
を
越
え
四
本
の
傘
届
け
む
と
教
室
覗
き
し
父
を
想
え
り 

恵
那
市 

安
江
利
栄
子

柔
ら
か
な
甘
み
が
好
き
な
吾
が
祖
母
は
笑
み
て
土
産
の
「
栗
山
」
を
食
む 

小
牧
市 

若
林　

芳
樹

《
学
生
の
部
》

な
つ
や
す
み
プ
ー
ル
や
ま
つ
り
わ
い
わ
い
と
家
族
だ
ん
ら
ん
あ
そ
び
つ
く
し
た 

山
岡
小
学
校 
玉
乃
井
悠
馬

夏
の
夜
ド
ア
を
あ
け
れ
ば
う
っ
と
り
だ
ほ
ん
の
り
光
る
ほ
た
る
の
あ
か
り 

山
岡
小
学
校 
小
川　

結
々

青
い
空
遠
く
に
白
い
入
道
雲
も
く
も
く
し
て
る
も
う
す
ぐ
雨
か
な 

山
岡
小
学
校 
池
田　

花
凛

犬
の
声
た
ま
に
帰
る
と
な
つ
か
し
く
い
つ
も
聞
い
て
り
ゃ
耳
ざ
わ
り
か
な 

明
智
中
学
校 

井
道　

涼
太

二
学
期
が
も
う
始
ま
る
よ
さ
び
し
い
な
夏
の
思
い
出
よ
み
が
え
る
か
な 

長
島
小
学
校 

安
田　

遥
紀

か
み
な
り
の
お
と
と
ひ
か
り
の
対
け
つ
だ
光
っ
て
な
る
の
で
光
の
勝
ち
だ
ね 

長
島
小
学
校 

山
口　

旺
甫

友
だ
ち
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
作
り
た
い
さ
さ
え
て
あ
げ
る
さ
さ
え
て
く
れ
る 

長
島
小
学
校 

山
口　

結
子

弟
が
え
ん
え
ん
な
く
と
あ
め
が
ふ
る
そ
ら
の
神
を
も
も
ら
い
な
き
か
な 

長
島
小
学
校 

岩
城　

祐
典

せ
み
の
声
暗
い
土
か
ら
め
ざ
め
た
よ
明
る
い
空
へ
な
り
ひ
び
い
て
る 

長
島
小
学
校 

渡
辺　

凱
士

た
の
し
み
は
冬
か
ら
春
へ
季
節
変
わ
り
桜
の
花
が
ま
い
お
り
る
時 

中
野
方
小
学
校 

柘
植
か
る
ら

太
鼓
打
ち
地
域
に
染
ま
る
音
の
色
が
紅
葉
の
色
を
真
っ
赤
に
変
え
る 

串
原
中
学
校 

片
桐　

雅
彰

天地人
入　
　

選

入　
　

選

第
六
十
回  

恵
那
市
短
歌
大
会
入
賞
作
品 　
　

小
塩　

卓
哉 

選

 平成30年５月１日 さ　　さ　　ゆ　　り 第13号

4

恵那市文化振興会／ささゆり第13号.indd   4 2018/04/21   11:29:15



平成30年度　第61回恵那市文化祭開催予定

平成29年度　恵那文化劇場
恵那文化劇場は恵那文化センターで 5事業、明智かえでホールで 1事業を開催いたしました。
実績 6事業 10 公演、御来場ありがとうございました。

開　催　日 公　演　名 公演回数 開催場所
6／23(金） 三遊亭好楽・林家三平落語会 １回 恵那文化センター
7／25（火）～30（日） 金澤翔子揮毫・金澤泰子講演会 6日間 恵那文化センター
11／12（日） 音楽の絵本 １回 明智かえでホール
11／26（日） フォレスタ １回 恵那文化センター
11／30（木）～12／1（金） 小学生芸術鑑賞会「ストリングラフィ―」 ４回 恵那文化センター
12／9（土） ドリーミング １回 恵那文化センター

平成29年度　恵那市文化振興会講演会
開　催　日 公　演　名 公演回数 開催場所

12／5（火） 山本昌講演会「継続する心」 1回 恵那文化センター

ドリーミング

創作音楽劇創作音楽劇
公　演　日：平成30年12月16日（日）
場　　　所：恵那文化センター大ホール
演　　　目：○椿屋敷
　　　　　　○蛇に嫁いだ娘
開　　　演：午後 1時 30分
企画・運営：恵那音楽劇の会
お問合せ先：恵那音楽劇の会事務局　℡080-3706-6772　加藤

音楽の絵本金澤翔子揮毫・展示三遊亭好楽・林家三平落語会 山本昌

あなたも一緒に第九を歌いませんか。
合唱に参加してくださる方を募集します。

公　演　日：平成31年３月３日（日）
場　　　所：恵那文化センター大ホール
主　　　催：恵那第九実行委員会　代表　酒井
応 募 方 法：詳細は「広報えな」5月号に記載

「再びの恵那第九」「再びの恵那第九」

大　会　名 開催予定日 開催場所
☆山野草展 10／6（土）～7（日） 市民会館
☆俳句大会（公募） 10／6（土） 恵那文化センター集会室
☆囲碁大会 10／7（日） 恵那文化センター集会室
☆将棋大会 10／8（月・祝） 恵那文化センター和室
☆短歌大会（公募） 10／8（月・祝） 恵那文化センター集会室
☆美術展（公募） 10／27（土）～11／3（土・祝） 恵那文化センター展示室ほか
☆芸能部ステージ発表 10／28（日） 恵那文化センター大ホール
☆高齢者作品展 11／9（金）～11（日） 市民会館
☆華道展 11／10（土）～11（日） 恵那文化センター展示室ほか
☆市民茶会 11／11（日） 恵那文化センター展示室ほか
☆御詠歌大会 未定 恵那文化センター集会室
☆合唱フェスティバル 12／2（日） 恵那文化センター大ホール
 平成 30 年度の開催予定です。変更する場合もございます予めご了承ください。
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補助金を使って活動しませんか！

●申 請 書 類　申請書類は当振興会にあります。
●そ の 他　補助対象経費及び補助対象外経費の区分や申請方法、審査等詳細について規定があ

りますのでお気軽にご相談、お問い合わせ下さい。
●本年度の申請期限　平成 30 年７月 31 日（火）必着
●提 出 先　（公財）恵那市文化振興会
●問 い 合 わ せ 先　（公財）恵那市文化振興会　TEL：0573-26-3524　担当　安藤

市民主体の舞台発表を支援します。
（恵那市民協働型文化芸術ふれあい事業）

公益財団法人　恵那市文化振興会では、平成二十三年度より恵那市民協働
型ふれあい事業を新しく実施しています。
当事業は、複数の市民で構成する団体が、自ら手づくりによる文化芸術等
の成果発表を通して、文化振興に寄与する活動に対し、市民等活動団体と文
化振興会が一体となり協働により事業を実施するものです。
市民三学運動の精神による豊かな心の育成と学び続ける風土を育み、地域
固有の優れた文化芸術に接する機会を創出し、市民の文化意識の高揚と協働
意識の醸成を図ること。合わせて恵那文化会館の利用促進を狙いとしています。
当事業は希望団体から認定申請を受け、審査により実施が決定され、ステー
ジ発表までの取組みに対し、規定の範囲内で経費の一部を助成します。

●募集事業
地域社会の文化芸術の向上に寄与し、文化振興会（公共的団体）と市民
等活動団体が対等のパートナーとして協力し合って文化振興に寄与する事
業で、先進性、独創性、発展性、または波及性をもったもの。

●募集団体等
応募団体は組織の構成員がおおむね 15 名以上で、原則 20 歳以上の者
で構成され、その過半数以上が市内に居住し、在勤し、または在学してい
る者で構成する団体であること。
また、次の各号のいずれにも該当するものであること。
（1）主たる活動の場及び組織母体が市内にあること。
（2）公益財団法人恵那市文化振興会の会員であること（要加入）。
（3）政治、宗教又は営利を目的とした団体でないこと。
（4）対象年度において、恵那市及び恵那市の公的団体から同一目的の補

助金等を受けていないこと。
（5）事業認定を受けようとする事業の内容が、青少年育成上問題がある

もの、または公序良俗に反するものでないこと。
（6）事業認定を受けようとする事業の内容が、特定の政治及び宗教又は

営利を目的としたものでないこと。
●募集要件
応募の要件は、次のとおりとする。
邦楽、能楽、日本舞踊、歌劇、新劇、創作劇など様々なジャンルに係る
市民参加型、体験型及び鑑賞型の文化芸術に関する成果発表を目的に、
協働の精神を育成できる機運があり、市民が主体的に参画する活動組織
であって、且つ適正な補助金の取り扱いが可能な団体であること。
実施期間は、平成 31 年３月 31 日までの単年度事業とする。

●使用会場及び集客
当該事業のために使用する会場は、恵那文化会館又は明智かえでホール
とする。
一般入場者の確保は、最大施設収容人員の 70％以上を目標とし周知を
行うものとする。

●補助金の額
平成 30 年度において補助金の額は、予算の範囲内で補助対象事業費の
三分の一以内の額とし、一事業につき 105 万円を限度とする。

恵那市伝統文化育成事業
補助金を受付ます。

公益財団法人恵那市文化振興会では、歌
舞伎、文楽、獅子舞、雅楽、和太鼓など市
内の貴重な伝統保存文化を保存伝承する活
動や、伝統保存文化に関わる各団体を取り
まとめ運営する活動に対して活動の支援と
必要な経費の一部を補助する事業を実施し
ております。
平成 30 年度において次の補助対象とな

る活動を行う団体等を募集しますので申請
を希望される場合は補助要領により申請書
を提出してください。

●補助対象となる活動
（1）地域の伝統保存文化を伝承保存する

活動。
（2）地域の伝統保存文化を市内の行事等

において実演又は披露する活動。
（3）その他、地域の伝統保存文化に寄与

する活動。
●補助対象となる団体等
（1）恵那市文化振興会の会員になること。
（2）活動の場所及び組織母体が市内にあ

り、恵那市文化振興会が主催する事
業に参加できる団体であること。

（3）対象年度において、恵那市及び恵那
市の公的団体から同一目的の補助金
等を受けていないこと。

（4）補助認定を受けようとする活動の内
容が、青少年育成上問題があるもの、
又は公序良俗に反するものでないこ
と。

（5）補助認定を受けようとする活動の内
容が、特定の政治及び宗教又は営利
を目的としたものでないこと。

●補助金の額
平成 30 年度において補助金の額は、

予算の範囲内で原則一事業につき 50 万
円を限度として、額は選考委員会にて決
定します。

●補助対象事業の決定
補助対象事業の決定申請を受付けた活

動や団体等については、選考委員会にお
いて審査を行い、補助対象事業を決定し
ます。
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